
原
稿
執
筆
要
領 

「
論
考
編
」 

 
「
賢
治
研
究
」
誌
の
「
論
考
」
は
原
則
と
し
て
以
下
の
組
版
に
て
編
集
し
ま
す
の
で
、
投
稿
者
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
一
読
の
上
参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

 

一
、
注
が
必
要
の
場
合
は
、
論
全
体
の
末
尾
に
注
を
付
す
形
を
取
っ
て
下
さ
い
。 

二
、
年
号
は
西
暦
を
書
き
、
必
要
に
応
じ
て
（ 

 

）
の
中
に
元
号
を
書
い
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 

例 

２
０
１
２
年
（
平
成
２４
年
） 

三
、
単
行
本
、
雑
誌
名
、
新
聞
名
は
『 

 

』、
雑
誌
・
論
文
記
事
は
「 

 

」
で
示
し
、
加
え
て
出
典
を
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

例 

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』（
水
声
社
、
２
０
１
２
年
、
●
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

「
銀
河
鉄
道
の
夜
と
絵
本
」（『
水
声
文
学
』
水
声
社
、
２
０
１
２
年
４
月
、
●
頁
） 

 
 
 
 
 
 

『
セ
ン
ダ
ー
ト
新
聞
』（
水
声
社
、
２
０
１
２
年
４
月
２９
日
、
朝
刊
、
●
面
） 

四
、
参
考
に
し
た
文
献
等
が
あ
れ
ば
末
尾
に
お
書
き
下
さ
い
。
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
名
を
『 

 

』
で
、
雑
誌
・

論
文
記
事
名
は
「 

 

」
で
示
し
、
そ
の
後
、
（ 

 
）
内
に
出
版
社
名
、
刊
行
年
月
な
ど
を
表
記
し
て
下
さ

い
。 

書
籍
・
雑
誌
の
場
合 

著
者
名
『
書
籍
名
』（
出
版
社
名
、
元
号
刊
行
年
） 

論
文
の
場
合 

著
者
名
「
論
文
名
」（
編
者
名
『
所
収
雑
誌
、
書
籍
名
』
出
版
社
名
、
西
暦
刊
行
年
月
） 

新
聞
の
場
合 

『
新
聞
名
』（
発
行
年
月
日
朝
刊
／
夕
刊
） 

五
、
数
字
表
記
に
つ
い
て
は
新
聞
表
記
を
原
則
と
し
て
、
以
下
の
要
領
で
ご
執
筆
下
さ
い
。 

 
 
 

一
桁 

 
 

１
人 

 
 
 

二
桁 

 
 

２３
人 

 

 
 
 

三
桁 

 
 

１
５
１
円
、「
百
」 

を
用
い
な
い 

 
 
 

四
桁 

 
 

１
２
３
５
円 

「
千
」 

を
用
い
な
い 

五
桁
以
上 

２
万
２
０
０
０
円
、
５
億
６
０
０
０
万
人
な
ど 

「
万
」「
億
」
を
使
用 

＊
た
だ
し
、
固
有
名
詞
、
引
用
文
中
な
ど
は
原
文
マ
マ
と
す
る
。 

六
、
引
用
文
は
、
原
則
と
し
て
、
原
文
通
り
と
し
ま
す
。 

七
、
ル
ビ
は
親
文
字
の
あ
と
に
★
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い 

例 

花
巻
★
は
な
ま
き
★
出
身
の
宮
沢
賢
治
は
、 

八
、
論
考
は
、
基
本
文
字
組
（
２５
字×

２２
行×

２
段
）
で
三
〇
枚
以
内
と
し
ま
す
。 

九
、
表
記
基
準
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
http://kenji-society

.com/wp02/ 

一
〇
、
原
稿
はda-gsr415@jasper.dti.ne.jp

 

構
大
樹 

に
送
付
し
て
下
さ
い
。 

 
 
 

な
お
、
メ
ー
ル
を
送
る
際
に
は
、
件
名
に
「
宮
沢
賢
治
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

一
一
、
著
者
校
正
は
一
度
の
予
定
で
す
。 

一
二
、
編
者
は
全
原
稿
に
目
を
通
し
て
必
要
な
調
整
を
行
い
、
執
筆
者
に
加
筆
修
正
・
削
除
を
求
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

以
上
（
２
０
１
７
年
５
月
） 


